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県
指
定
重
要
文
化
財 

絹
本
著
色
弘
法
大
師
画
像 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
                     

昭
和
28
年
６
月
23
日
指
定 

 

今
高
野
山
龍
華
寺
御
影
堂
の
本
尊
で
、
い
す
式
の
座
の
上
に
正
座
し
た

弘
法
大
師
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
紀
州
高
野
山
や
善
通
寺
に
所
蔵
の
大
師

像
と
と
も
に
三
大
師
像
と
も
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
秘
仏
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

こ
の
大
師
像
に
は
「
ま
た
た
き
大
師
」
の
異
名
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

表
装
を
替
え
る
た
め
に
預
け
た
表
具
師
の
も
と
で
、
他
の
寺
院
か
ら
預
け

ら
れ
た
そ
っ
く
り
の
大
師
像
と
見
分
け
が
つ
か
な
く
な
っ
た
際
、
画
像
の

大
師
が
ま
た
た
き
を
し
て
住
職
や
総
代
た
ち
に
知
ら
せ
た
と
い
う
説
話
に

由
来
す
る
も
の
で
す
。
お
大
師
さ
ん
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
る
弘
法
大
師
へ

の
畏
敬
の
念
が
表
れ
た
話
で
も
あ
り
ま
す
。 

大
師
像
は
鎌
倉
時
代
初
期
（
13
世
紀
前
半
）
の
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

    

※例年、４月 20 日に御開帳され、 

拝観することができます。ただし、 

天候不良等により中止となる場合 

もあります。 
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県
指
定
天
然
記
念
物 

津
田

つ

だ

明
神

み
ょ
う
じ
ん

の
備び

北
層
群

ほ

く

そ

う

ぐ

ん

と
粗
面
岩

そ

め

ん

が
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平
成
10
年
９
月
21
日
指
定  

 

世
羅
町
上
津
田
、
下
津
田
周
辺
か
ら
は
、
十
種
類
以
上
の
化
石
が
採
掘

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
化
石
か
ら
、
世
羅
台
地
の
一
部
は
、
新
生
代
新
第
三
紀
新
中

世
中
期
（
今
か
ら
千
六
百
万
年
前
頃
）
に
は
、
遠
浅
の
海
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
大
型
有
孔
虫
オ
パ
キ
ュ
リ
ナ
の
化
石
や
大
型
の

カ
キ
の
化
石
が
見
つ
か
っ
て
い
る
た
め
、
世
羅
台
地
が
今
の
よ
う
な
地
形

に
な
る
以
前
は
、
一
時
温
暖
気
候
で
、
干
潟
の
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。 

特
に
津
田
明
神
山
（
標
高
五
九
三
ｍ
）
か
ら
は
中
生
代
の
流
紋
岩
と
新

生
代
の
備
北
層
群･

粗
面
岩･

玄
武
岩
と
い
っ
た
、
火
山
活
動
・
沈
降
・
隆

起
な
ど
の
現
象
な
ど
が
よ
く
読
み
取
れ
、
ま
た
、
粗
面
岩
は
県
内
で
初
め

て
発
見
さ
れ
た
岩
石
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
露
頭
が
県
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

化石の出る地層（備北層群）と

粗面岩・玄武岩の三層が見られ

る露頭 

貝の化石（巻貝の仲間） 


